
H30.3.23 第４回ふくしまインフラメンテナンス技術者育成協議会

（出席者）※委員（代理出席含む）のみ
【学 識】 中村教授（協議会会長） （日本大学工学部） 、岩城教授（日本大学工学部）
【産業界】 小野会長（協議会副会長）（（一社）福島県建設産業団体連合会）、鈴木専務理事（（一社）福島県建設業協会）、

木町副会長（（一社）福島県測量設計業協会）、相良会長（福島県法面保護協会）、
佐藤会長（（一社）福島県地質調査業協会）、畠支部長（（公社）日本技術士会東北本部福島県支部）、
伊藤専務理事（（一財）ふくしま市町村支援機構）

【官公庁】 高橋保全対策官（国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所）、大河原部長（協議会副会長）（福島県土木部）

※委員総数１３名のうち、代理出席を含め１１名の出席

【会長挨拶】
中村教授 ：関係する皆様のおかげで１１０名の「ふくしまＭＥ（基礎）」の認定者を輩出できたことに感謝を申し上げる。

ふくしまＭＥ（防災、保全）コースまでのプロセスについて、前回協議会の意見を踏まえ、幹事会において議論を進めてきたところである。
本日は平成３０年度にＭＥを育成するという目標の達成へ向け、ふくしまＭＥ（基礎）コースの充実やふくしまＭＥ（防災、保全）コースの内容
について御意見をいただきたい。

【会議結果】
（１）協議会規約の一部変更（資料２）は原案どおり承認され、それに伴い監事には協議会委員より芥川教授（福島工業高等専門学校）、幹事会幹事

より吉成課長（福島県土木部道路管理課）を選出した。

（２）講座欠席者・遅刻者への対応（資料４）は原案どおり承認され、平成３０年度のＭＥ育成講座より適用することとした。

（３）ふくしまＭＥ（防災、保全）コースの受講資格（資料５）は一部文言の修正を条件に、カリキュラム（資料６）は原案どおり、それぞれ承認された。
今後、平成３０年度内の開催に向けて日程等の詳細を調整することとした。

（４）「平成３０年度第１回ふくしまＭＥ（基礎）コース募集要項」（資料７）及び特定資格取得者を対象する「平成３０年度第１回ふくしまＭＥ（基礎）必修
講義募集要項」（資料８）は資料６に記載しているふくしまＭＥ（防災、保全）コースの基本方針を追記することで承認された。また、それぞれの第２
回の開催については、日程が決まり次第募集受付を開始することで承認された。

（５）平成３０年度事業計画のスケジュール（資料９）及び予算書（資料１０）については原案どおり承認された。

【委員発言】
鈴木専務理事：メンテナンス技術者の育成だけではなく、維持管理の全体最適化を進めるべきである。その中で、マネジメント技術者のあり方について、

地域に密着した維持管理の効率化に向けてどのように活用していくかしっかりと議論する必要がある。

資料１


